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子
ど
も
医
療
給
付
事
業

問	

高
校
生
等
の
入
院
費
に
つ
い
て
、
医
療

費
自
己
負
担
分
を
全
額
補
助
す
る
事
業

だ
が
、
予
算
で
は
80
件
を
見
込
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
10
人
と
い
う
実
績
数
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

答	

見
込
み
よ
り
は
少
な
い
結
果
だ
が
、
近

隣
市
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
相
応
の

人
数
だ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

問	

こ
の
事
業
の
課
題
は
。

答	

受
給
す
る
に
は
医
療
費
を
支
払
っ
て
か

ら
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
、
手
続
き
に

手
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
が
、
受
給

者
証
交
付
の
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と

現
状
の
手
続
き
と
な
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

特
定
不
妊
治
療
等
支
援
事
業

問	

特
定
不
妊
治
療
の
件
数
が
令
和
元
年
度

と
比
較
す
る
と
減
少
し
て
い
る
が
。

答	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
恐

怖
や
通
院
等
の
外
出
の
自
粛
、
今
後
の

経
済
的
な
不
安
等
が
増
大
し
、
不
妊
治

療
を
控
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

問	

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
不
妊
治
療
を
控
え
る

傾
向
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
し
た
の
か
。

答	

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
一
定
期
間
治
療

を
延
期
し
た
場
合
に
は
、
時
限
的
に
年

齢
制
限
を
緩
和
す
る
対
応
が
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
国
の
対
応
を
受
け
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、周
知
し
た
。

ま
た
、
所
得
制
限
の
撤
廃
、
助
成
回
数

の
拡
充
、
事
実
婚
を
対
象
と
す
る
な
ど

国
の
助
成
制
度
の
改
正
を
受
け
、
本
市

の
要
綱
を
改
正
し
た
。

誘
致
活
動
事
業

問	

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
誘
致
活
動
に
様
々
な

障
害
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
し
た
の
か
。

答	

ウ
ェ
ブ
会
議
を
十
分
に
活
用
し
、
企
業

誘
致
活
動
の
停
滞
を
招
か
な
い
取
り
組

み
を
し
た
。

問	

ウ
ェ
ブ
会
議
に
よ
る
誘
致
活
動
を
ど
う

評
価
し
た
か
。

答	

対
面
を
伴
わ
な
い
面
談
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
有
効
な
手
段
で
は
あ
る
が
、

あ
る
程
度
の
関
係
性
が
構
築
で
き
た
後

が
理
想
と
感
じ
た
。

田
原
ま
つ
り
会
館
運
営
事
業

問	
入
館
者
が
減
っ
て
い
る
中
、
観
光
客
の

増
加
に
つ
な
げ
た
と
し
た
理
由
は
。

答	
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
入
館
者
自
体
は

減
っ
て
い
る
が
、
適
切
に
施
設
管
理
を

行
い
、
田
原
凧
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
一

定
の
来
館
者
数
を
確
保
し
、
市
全
体
の

観
光
客
の
獲
得
に
寄
与
し
た
。

学
校
教
育
推
進
事
業

問	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

強
化
に
伴
い
増
加
す
る
教
員
の
業
務
支

援
を
目
的
と
し
た
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
効
果
は
。

答	

授
業
後
の
校
内
消
毒
に
は
１
時
間
程
度

か
か
る
が
、
委
託
し
た
こ
と
で
、
部
活

動
の
実
施
や
個
別
対
応
、
教
材
研
究
等

の
時
間
が
確
保
で
き
た
。

問	

学
習
指
導
員
の
追
加
配
置
の
効
果
は
。

答	

少
人
数
指
導
対
応
や
専
科
教
育
充
実
の

目
的
が
あ
り
、
児
童
生
徒
の
学
び
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
や
、
緊
急
対
応
と
し
て

人
的
な
支
援
が
で
き
た
こ
と
で
、
学
校

を
支
え
ら
れ
た
と
考
え
る
。

民生費
84億3350万円

衛生費
49億6522万円

商工費
8億2342万円

教育費
43億9665万円


